
７ コース案内 

毛無山コース（Ａ２，Ｂ２） 
Ａ隊コース隊長 熊代 徹（岡山県立岡山工業高等学校） 

 登山行動日の初日は，岡山県と鳥取県の県境を

なす朝鍋鷲ヶ山から金ヶ谷山，白馬山，毛無山と

4つの峰を縦走するコースで総延長約 12kmと今大

会では最も長いコースである。このコースの見ど

ころは，毛無山のブナの自然林，カタクリ群落を

はじめとした豊かな自然と朝鍋鷲ヶ山や毛無山か

らの伯耆大山や蒜山三座の大展望である。 

 毛無山のブナ自然林とカタクリ群落は環境省

「かおり風景１００選」に選ばれている。また，

林野庁による水源の森百選でも「毛無山ブナ林」

が選ばれており，「塩釜の冷泉」と同じく岡山三大

河川の旭川の源となっている。 

（１） 蒜山高原スポーツ公園から朝鍋鷲ヶ山登

山口スタート広場 

幕営地の蒜山高原スポーツ公園からバス降車場

所まで約 15km，バスで時間にして約 20分である。

米子自動車道の高架橋を抜けるとすぐにひるぜん

ベアバレースキー場である。 

スキー場前の県道 58 号線を野土路トンネル方

面に進み，トンネル手前アスファルト道の分岐を

右にとり，旧県道に入りバスを下車する。「林道川

上２号線」の標識がある。 

標識の「朝鍋鷲ヶ山登山口」の指示に従い分岐

を右にとり，アスファルト舗装の林道をしばらく

進むと北側に開けた広場がある。この広場が，「朝

鍋鷲ヶ山登山口スタート広場」で，チーム行動の

スタート地点となる。 

このコースは，ゴール地点の毛無山山の家まで

トイレがないため幕営地で用便は済ませておきた

い。 
（２） 朝鍋鷲ヶ山登山口スタート広場から朝鍋

鷲ヶ山 

蒜山高原らしいなだらかな牧草地を右手に見な

がらアスファルト舗装の林道を 1.1km ほど進むと

左に「朝鍋山登山口」の道標がある。 

 ここから，アスファルト道を外れ，登山道とな

るが，マムシが多数生息しているので注意して行

動したい。休憩時などにうかつにブッシュに座り

込むことは厳禁である。このコースは，平成１７

 

林道川上２号線標識 

「朝鍋山登山口」道標 

朝鍋鷲ヶ山登山口スタート広場 
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年に第６０回国民体育大会「晴れの国おかやま国

体」の山岳競技・縦走コースとして整備されたも

のである。登山道はいきなり丸太木の階段が続く

急な登りとなり，あまり展望もきかない広葉樹林

とヒノキの植林の尾根道をひたすら登る。906mの

標点あたりで緩やかな傾斜となり，一息つけるが，

それもつかの間で，再び丸太木の階段が続く登り

となる。傾斜も緩み，広い尾根道となると朝鍋鷲

ヶ山まであとわずかである。ブナ林が日陰を作っ

ている広い尾根を進むと朝鍋鷲ヶ山と三平山への

分岐がある。分岐を左にとり朝鍋鷲ヶ山を目指す。

樹林帯から鉄骨製の展望台がある開けた広場にで

るとそこが山頂である。 

朝鍋鷲ヶ山は新庄村と真庭市の境界をなしてお

り，朝鍋鷲ヶ山の山名の由来は，1074m の県境を

なす峰が「朝鍋山」，それから南東方向の 1011.8m

三角点の峰が「鷲ヶ山」との２つが合わさったも

のと言われているが定かではない。また，朝鍋鷲

ヶ山の道標では標高 1078m と表示されており，国

土地理院の地形図と異なっているが，本大会では，

展望台の位置を山頂とし，標高を地形図の 1074m

として取り扱うこととする。 
山頂には，鉄骨製展望台と「晴れの国おかやま

国体」を記念し建てられた「感動の碑」がある。

時間がゆるせば，展望台にはぜひ登ってもらいた

い。天気が良ければ，大山南壁，烏ヶ山，蒜山三

座が見渡せ，遠くは弓ヶ浜の日本海までの大展望

が楽しめるだろう。 

（３） 朝鍋鷲ヶ山から金ヶ谷コース・山の駅分岐 

 山頂から國六林道の分岐を右にとり，金ヶ谷山

へ伸びる尾根を進む。朝鍋鷲ヶ山山頂付近は広く

地形的な起伏がないため，ガスが出ているなど天

候が悪いときはやや迷い易い。國六林道は野土路

トンネルが開通するまでの旧県道までつながって

いる。私道のため車両の通行はできないが，エス

ケープルートとしての利用はできる。 

 ブナ林の尾根の登山道をアップダウンしながら

進む。ブナ林が日差しを遮ってくれるのがありが

たい。丸太木の階段を登りきり尾根を右に取り始

めると，すぐ標高1164.2m，二等三角点をもつ金ヶ

谷山である。山頂は，尾根上のピークであまり広

くなく，道標がなければ山頂と気付かず通過して

しまうかもしれない。 

 

朝鍋鷲ヶ山山頂標識と「感動の碑」 

金ヶ谷山山頂 

朝鍋鷲ヶ山山頂の展望台 
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 金ヶ谷山を出発すると，急傾斜の尾根を一気に

下る。登山道がぬれている時は特に慎重に下りた

い。傾斜が緩みブナ林が開けた場所が金ヶ谷コー

ス・山の駅分岐である。 

ブナ林の木陰がうれしく休憩場所に適している

だろう。ここから分岐を左にとれば金ヶ谷方面へ

エスケープすることができるが，丸太木の階段の

急斜面を覚悟する必要がある。 
（４） 金ヶ谷コース・山の駅分岐から白馬山 

金ヶ谷コース・山の駅分岐を右にとって縦走路

に入るとブナ林を行く稜線コースとなる。すぐに

急な下り坂が待ちかまえており，雨天時や降雨の

後はスリップに注意したい。ここから白馬山まで

は，アップダウンを繰り返す尾根道である。 

なかでも標高点 956mと次の 1030mピークへの登

りは非常に急斜面で滑りやすので注意して欲しい。

稜線と言ってもブナの自然林やクマザサが生い茂

っており，あまり辺りの景色を眺めることはでき

ないが，天気が良ければブナ林の間からロックフ

ィル式の土用ダムの湖面が美しく広がる場面を目

にすることができるだろう。 

急な上りの 1030m ピークを越え，小さなアップ

ダウンを繰り返し，下りきったコルが俣野越であ

る。特に俣野越を示す道標はないので地図をしっ

かりと読みたい。俣野越から少し登ったところに，

東に伸びる尾根に土用ダムへの踏み分けあとがあ

るが荒廃のひどい道で踏み込まない方がよい。中

国電力の「通り抜けできません」の標識が目印で

ある。 

稜線からの土用ダム 

中国電力標識 

金ヶ谷コース・山の駅分岐 

白馬山への縦走路 
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地形図で標高点 1017m 手前を見ると青い点線が

稜線を横切っている。これは土用ダムから２県を

またぐ中国電力俣野川発電所への水路である。こ

の発電所では揚水式水力発電を行っている。土用

ダムによって作られた湖は上部の調整池の役割を

果たしている。ここを過ぎるとあと少しで白馬山

である。1017m への上りは，イワカガミの群生が

あるため登山道を外れないように注意してほしい。 
 白馬山山頂は，休憩用ベンチも用意されており，

晴れていれば北には伯耆大山や烏ヶ山などを眺め

ることができ，疲れも吹き飛ぶ。 
白馬山は田浪への分岐となっており，南に延び

る尾根を進んで行けば，毛無山山の家・田浪キャ

ンプ場へとエスケープできる。 

（５） 白馬山から毛無山 

白馬山から毛無山にかけての南斜面はブナの自

然林が特にすばらしく，平成１４年３月に大山隠

岐国立公園に編入され，国立公園の特別保護区に

なっている。 
 白馬山を出発するとすぐに足元にロープが張ら

れている。何もないように思われるがカタクリの

群生を守るためのものであり，中には立ち入らな

いようにしよう。花の見頃は，４月下旬から５月

上旬にかけてであり，紅紫色の花を咲かせ，長さ5

～6㎝で反り返るのが特徴である。花を咲かせた後

のカタクリは地上部の葉が枯れ休眠期に入るため，

大会中は見つけることはできないだろう。丸太と

石を使った階段を登ると毛無山・白馬山の案内板

が目に入る。多少の起伏をすぎればカタクリ広場

に到着する。 

 カタクリ広場を右にとれば，俣野川発電所があ

る鳥取県の俣野方面に下山することができる。毛

無山方面はコースを左にとり，進んでいく。毛無

山まで残り約600mであり，南側は比較的開けてお

り，時おり景色を楽しむことができる。春には登

山道の側にカタクリの花を目にすることができる。

稜線沿いには風雪の厳しさを感じさせるブナの巨

木を何本も目にする。最後の急な上り坂では，木

の根が広がっているので歩行には，十分に注意し

たい。 

 毛無山山頂に到着すれば，名称の由来にも納得

させられるであろう。毛無山は標高1218.5m、岡山

県では５番目の高さで３６０度の大展望が楽しめ

白馬山山頂 

カタクリ広場 

毛無山山頂 
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る。晴れていれば，伯耆大山の南壁，烏ヶ山から

蒜山三座へと稜線がつながり，青い日本海と隠岐

の島影が見えることもある。 

（６） 毛無山から毛無山山の家 

 毛無山山頂を出発すると，いきなり急な下り坂

が現れる。落石やスリップには十分注意しながら

の下山を心掛けてほしい。丸太木と石の階段を過

ぎると，右側に九合目休憩舎が見えてくる。 

しばらくなだらかな尾根を下り，八合目の道標

がある大きな岩の下を左に大きくトラバースし，

急斜面を下り始める。崩れかけた丸木や石の階段，

ロープなどがあるので慎重に下りたい。 

自然に生えたスギやミズナラの巨木が点在し始

め，ブナとの混生林となる。トラバース気味に下

り，谷に入ると，「六合大杉」に出会う。さらに

小さな沢をまたぎながら進むと眼下に四角い大き

な岩が出現し，その脇にはコップがあり水飲み場

となっている。また「毛無大岩」もあり，休憩す

ることもできる。その頃には，辺りはスギ林とな

り，心地よい沢の音が聞こえ始める。谷が広がり

沢の河原に降りられる場所まで来れば，ゴールは

近い。時間があれば河原で汗を流したいところで

ある。歩きやすい登山道を歩いていくと毛無山の

案内板と分岐(林道出口)が現れる。分岐を右折す

ると新庄村森林セラピーの「癒しの小径」として

整備されているエリアである。ここは左への沢沿

いに砂利道を下ると１０分程で，毛無山コースの

終了点である毛無山山の家である。 

 

 

 

 

 

 

毛無山山の家 

八合目ブナの自然林 

九合目休憩舎 
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上蒜山コース（Ａ３，Ｂ３） 
Ｂ隊コース隊長 坂本 憲治（岡山県立岡山朝日高等学校） 

 登山行動日の２日目は，蒜山三座のうち中蒜山

と上蒜山の二座縦走である。 
 道の駅蒜山高原でバスを下車し，県道４２２号

線をはさんで真向かいの「八束自然牧場公園」が

スタート地点である。 

（１）八束自然牧場公園から中蒜山登山口 
スタートから県道脇に整備された蒜山高原自転

車道を東進する。緩やかに下りはじめて，県道と

隔てている街路樹の松がとだえたところでオレン

ジの車止めを左に折れ，自転車道からアスファル

ト道に入りすぐ右折する。ここは地形図と現状が

異なっているので注意したい。また，途中に民家

があるので迷惑にならないよう気をつけてほし

い。突きあたりの道路を左に取り北上すると右側

に蒜山塩釜養魚センターの養殖池と釣り堀が見え

てくるとそこは塩釜である。左側には塩釜キャン

プ場がある。塩釜キャンプ場の入り口にトイレが

ある。蒜山山中にはトイレがないので，注意した

い。日本名水百選（昭和６０年環境庁認定）の「塩

釜の冷泉」入り口に着くと石に刻まれた地図があ

る。右手の藁ぶき民家とレストラン塩釜ロッジの

間に中蒜山登山口がある。 

中蒜山登山口には「塩釜冷泉」から源泉の水が

引かれている。冷たくて喉に心地よい。水分補給

にはまだ早いかもしれないが，一口飲んで気持ち

を引き締めてはどうだろうか。 

（２）中蒜山登山口から中蒜山 

中蒜山登山口から階段を上り，アカマツ・ミズ

ナラ・リョウブ林の緩やかな登山道をしばらく進

むと左下に塩釜冷泉の小池がコナラ林に垣間見ら

れる。 
雑木林を抜け牧草地に出て，ブナの植樹がある

開けた場所をすぎると一合目である。クマザサの

林床を抜け少し下り，沢と合流する。このあたり

の沢は通常涸れ沢であるが，雨天時や降雨の後は

沢水で岩が滑りやすくなるので歩行に注意してほ

しい。二合目道標が目線よりやや上方でわかりに

くいが，道標を目標に沢から上がる。さらに２回

沢を渡ると，尾根に取り付き登り始める。尾根を

登り始めてヒノキ林に入ると三合目の道標がある。

ヒノキの根と擬木階段を足がかりに直登を続ける。

四合目の道標を過ぎ，ヒノキ林が途切れるとリョ

塩釜源泉を見下ろす 

スタート地点 

 

中蒜山登山口 
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ウブ，ウリハダカエデが目立ちはじめコナラに変

わってミズナラが増えると，石の祠（日留神社，

蒜宮）がある五合目に着く。振り向くと蒜山原が

広々と眼下に広がる。休憩を取るのにちょうどよ

い地点である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大きなミズナラに囲まれた緩やかな道をしばら

く進む。道の斜度が増すと尾根を左に回り込む。

六合目の道標から尾根筋に戻り急登が始まる。木

の根の段と擬木の階段の急登が続くので足下には

十分注意したい。 

七合目の道標を過ぎるとすぐ鎖が設置された滑

りやすい露岩を登ることになる。ヒノキの林を抜

け尾根にでてミズナラ・カラマツの林が切れると

右手に展望が開け，明日のコース下蒜山から中蒜

山への道が見える。自然石の階段を過ぎると一瞬

展望が開け左前方に樹間から中蒜山山頂が見え始

めると八合目の道標がある。登山道はクロボク（ク

ロボコ）と呼ばれる粘土質の踏み跡階段があり滑

りやすい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

周囲の木の高さが低くなると斜度が増し擬木階

段を登る。最後の急坂を登り振り返ると蒜山原が 

一望される。天候が良ければ蒜山原の向こうに朝

鍋鷲ヶ山も遠望できる。 

急坂を登り切ると９合目分岐で，蒜山三座縦走

路の中間部にも位置しており，東にとれば下蒜山，

西にとれば中蒜山，上蒜山に続く縦走路である。 

この稜線の北側は鳥取県である。ここから上蒜

山分岐までほぼ県境を進むこととなる。９合目分

岐を左折し，右にカシ類・左にササの斜面を見な

がら進む。眼下の蒜山原が美しい。 

六合目上部 擬木と根の段が続く 
９合目分岐 

八合目 

五合目 日留神社 

- 18 -



クマザサの道に出ると正面に中蒜山避難小屋と

中蒜山山頂が見えてくる。 

 避難小屋の手前の分岐看板に従い，1123.4m 中

蒜山に進む。山頂は細長い広場となっている。ベ

ンチも設置されているので，３６０度のパノラマ

を楽しみながら少し休憩を取ってはどうだろう。

天候に恵まれれば北西に烏ヶ山・伯耆大山・甲ヶ

山・船上山と続く山並み，北東に日本海と風力発

電のプロペラが立ち並ぶ海岸線が望まれる。山頂

の標識は旧標高の「1,122 メートル」の表記であ

るが「1,122m→良い夫婦（いいふうふ）」として

親しまれている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）中蒜山から上蒜山分岐 

中蒜山避難小屋まで戻り小屋の前を左折する。 

カラマツの中をコンクリートブロックの階段を

10m ほど下り雑木林を抜けるとクマザサ原が広が

り展望が開ける。つい景色に気を取られてしまう

が，クロボコの登山道は滑り易く注意して下ろう。 

尾根沿いにササ原の中にトレースが続き上蒜山

の稜線が見える。 

４，５月ごろは登山道わきにカタクリの可憐な

花が咲いている。中蒜山から上蒜山の稜線はカタ

クリの道である。 

大きく左に回り斜度が緩くなり広くなった辺り

が「ユートピア」と呼ばれる。尾根沿いに進むと

中蒜山と上蒜山の最低鞍部に達する。この辺りか

ら太いブナが目に付き始める。 

 

 

 

 

中蒜山山頂 

９合目分岐からみる蒜山原 

上蒜山へ続く稜線 

カタクリ 
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最低鞍部を過ぎると上蒜山に向けての急登が始

まる。最初の鎖場を登り少しなだらかな尾根道を

進み２つ目の鎖場を登ると展望が開け，北西に伸

びる顕著な尾根にたどり着く。鎖場の終わり 15m

ほどは足下の岩が割れ浮き石となっている箇所が

あるので確実な歩行を心がけたい。緩やかに右に

回ると３つ目の鎖場がある急斜面となる。南に伸

びる顕著な尾根に登り右に巻くと上蒜山分岐の林

が見える。ここから一気に行きたいところだが，

最後の登りは岩が砕けて，滑って足を取られ易い。 

傾斜が緩み，平坦な道を進むと上蒜山分岐に到

着する。 

上蒜山分岐の標高は 1202m で，ここは上蒜山登

山口と蛇ヶ乢への分岐となっている。標高 1199.7m

の上蒜山は分岐から５分ほどであるが，ブッシュ

こぎを覚悟しないといけない。また，蛇ヶ乢への

下山コースは荒廃が激しいため通行には注意が必

要である。 

（４）上蒜山分岐から百合原牧場 

下り始めは，ぬかるんでいることが多く，階段

も傷んでいるので気を引き締めて行こう。急斜面

を降りると南西に伸びる尾根を一気に下って行く。

ミズナラとクロモジにはさまれた道が標点 1116m

の手前まで続く。ピークは不明瞭である。一段下

がると右手にはカシワが続きその向こうには皆ヶ

山やアゼチが見え，左手には蒜山原が広がり，遠

く南西方向に朝鍋鷲ヶ山を眺めながら気持ちのよ

い尾根道を進む。小さなコルを越え緩やかに下る。 
歩きやすい快適な尾根を進んでいくと右手のサ

サヤブの中に 1030.8m の三角点の標石があり，現

在位置を確認できる。コースから少し外れている

ため見落としやすい。 

三角点からの下りは石で滑りやすい。点在する

木立で涼を取りながら進み六合目道標を越えて下

ると右に曲がり，林を抜けると正面に小さな広場

がある。広場の手前をほぼ直角に左に階段を下る

と五合目道標である。 
尾根の真ん中を下山道が正面に真っ直ぐ続き，

周囲には点々とマツが目につき始める。歩きやす

い斜面が続き自然と足が前に進む。 

三合目道標から擬木階段を２カ所通り過ぎ，小

さく右に擬木階段を降りると二合目道標付近で少

し開ける。ここを越えるとすぐに林に入る。本格

尾根道の下り 

1030.8m 三角点 

上蒜山分岐 
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的な木陰でほっとするが，粘土質の急坂なので気

は抜けない。ヒノキの植林の斜面を真っ直ぐ一気

に下って行く。擬木階段が点々とあるが，登山道

は歩き難いので滑らないよう慎重なコース取りが

必要だろう。 
急な下りを終えると大きく右に曲がる。この先

の道は，雨に関係なくぬかるんでいるので足下に

注意しよう。なだらかな巻き道を左に下ると植林

が切れて百合原牧場に出る。 

牧場の真ん中を，有刺鉄線の柵にはさまれた道

を横切って行く。牧場の端の柵を越えて，ぬかる

んだクロボクの中に散らばる牛ふんを踏まないよ

う注意しながら道を渡りもう一度柵を越えコンク

リートの車道に出る。 
（５）百合原牧場から蒜山高原キャンプ場 

牛舎の横を通り抜け，道がＹ字路に分かれるが，

ここは轍が目立つ草の生えた道を西に進んで行く。

左手に鉄骨だけの建物を過ぎると１８０度右に折

り返し舗装道路に出たところに「上蒜山登山道入

口」の看板がある。ここを左に取り県道４２２号

に向かう。県道との十字路を右折し，トチノキの

歩道を歩いて行く。 
湯船川を渡り，右から張り出した丘の先端を回

り込む。脇道を一本やり過ごし，右下に見える小

川を越えると右折し坂道を川沿いの道まで下る。 

右手の丘にはログハウスが並んでいる。橋を渡

り，川を左手に真っ直ぐ進んで行く。アスファル

トが切れ，道の両端に柱が立ち無断入山防止のた

めに鎖が張られている。 

柱の横を回り込むようにそのまま直進し，茅場

への草むらの道をさらに進む。立木が一本目立つ

丘の手前の分岐を左に折れ，左側に林と川を右側

には茅場を意識しながら道なりに進んで行く。 

百合原牧場 

県道４２２号との十字路 

無断入山防止の鎖 

湯船川を渡り右折 
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緩やかに大きくみぎひだりと曲がり，右からの

谷筋で橋を渡る。小さく右に曲がり，丘の張り出

しを巻いて進むと小川に出る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ゴール間近での水濡れに注意して小川を越え一

気に登ると蒜山高原キャンプ場の自然学習歩道に

合流する変則的な四差路に出る。 

右側と中央方向は急な階段となっているが，こ

こは左側へと進み，緩やかな木の階段を登る。左

手にトイレが見えると登り切りで蒜山高原キャン

プ場内の道路である。右手に今日のゴール蒜山高

原キャンプ場管理棟が見える。２日目が終わる。

最後のアスファルト道路の登りも苦にはなるま

い。 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

茅場の分岐 

蒜山高原キャンプ場 管理棟 

小川と立木 

変則的な四差路 

- 22 -



下蒜山コース（Ａ４，Ｂ４） 
岡山県立津山高等学校 教頭 吉原 啓之 

 登山行動日の最終日は，幕営地である蒜山高原

スポーツ公園をスタートして，下蒜山登山口から

下蒜山を上り，中蒜山山頂手前の９合目分岐を塩

釜へと下る，総延長約 10.5kmのコースである。 

 下蒜山へ続く稜線は優美で，夕方には幕営地か

ら夕焼けに映える美しいシルエットを見ることが

できるかもしれない。雲居平周辺は広大な草原状

のササ原が広がり，蒜山らしい風景を見ることが

できる。このコースを完走すれば，蒜山三座全て

を踏破することになる。 

（１） 蒜山高原スポーツ公園から下蒜山登山口 

スタート地点は幕営地蒜山高原スポーツ公園体

育館北側の駐車場である。下蒜山登山口まで約 3km

のアスファルト道路の道のりである。交通量は少

ないが，十分注意して行動してほしい。 

駐車場から出て南北に走る道路を横切り，道沿

いに東へ約 100m進むと交差点がある。 

 交差点を渡り，正面に見える橋を渡って左方向

へ進み，県道４２２号線に入る。アスファルト道

路に沿って約 700m北へ進み，左へカーブを曲がり，

橋を渡るとＴ字路がある。 

ここを右に曲がり，さらにアスファルト道路を

北進する。道なりに約 1.3km 北西方向に進むと，

少し広い美作街道に出る。 ここを右に曲がって，

犬挾峠に向かって約 1km北上する。 

 

左前方にササに覆われた下蒜山，右前方に真庭

北部火葬場が見え出すと間もなく犬挾峠である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

真庭北部火葬場にはトイレが設置されており，

今大会でも利用することができる。犬挾峠の手前

左側に休憩舎と駐車場がある。休憩舎の手前に「下

蒜山登山口」の標識があり，アスファルト道路の

アプローチが終わる。 

  

蒜山高原スポーツ公園東交差点 

下蒜山登山口 

美作街道Ｔ字路 

真庭北部火葬場 
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（２）下蒜山登山口から下蒜山 

 休憩舎と登山口標識の間の細い道の入り口の脇

には「蒜山登山道道案内図」と「クマに注意」，「希

少植物が育成する湿原なので，動植物を傷つけな

いようお願い」の看板がある。道の両脇には子供

の背丈ほどあるススキ原が広がっており，道に沿

ってロープを張って中に入らないようにしてある。 

ススキ原を抜けて山道に入り，小さな谷沿いに

稜線を目指す。雑木林の中に入るとウリハダカエ

デ，コナラ，リョウブが目につく。擬木の階段を

登り切ると「頂上まで１時間４０分」の道標があ

り，蒜山縦走コースの稜線の始まりとなる。 

 

道標から左へ折れると，さらに急な勾配の階段

が続き，鎖場が現れる２つめの階段を登り切ると

三合目の道標がある。その先は鎖やロープの張ら

れた岩場となり，雨が降るとスリップしやすいの

で気をつけたい。 

鎖場やロープの難所を抜け，傾斜も緩くなると

五合目である。このあたりから眺望のきくササ原

となり草原状の景観が素晴らしい。この後の下蒜

山に続くコースラインが全貌できるだろう。 

しばらく緩やかな登山道を進むとササ原の中に

広場があり，雲居平に着く。 

５月にはカタクリ，６月にはササユリが咲き，

緑の絨毯の中を歩いている感じがするところであ

る。時間があればここでゆっくりと休憩し，歩い

てきた登山道を振り返ってみよう。 

ササ原の中の登山道をさらにすすむと，七合目

を過ぎ，やがてつづら折りの急登が目の前に現れ，

ロープや鎖がある石や岩の階段を登ることになる。

特に危険ではないが，ここも雨になれば非常にす

べりやすくなるのでスリップや落石には十分注意

して行動してもらいたい。南斜面はササ原，北斜

面はウリハダカエデやブナの森が広がる。 

急登を登り切ると九合目の道標がある。山頂か

と思いきやまだ九合目である。眼下に再び素晴ら

しい蒜山の景色が広がっている。眺望を楽しみな

がらあと一踏ん張り歩けば，標高 1100.4m 下蒜山

に到着する。山頂は広く見晴らしも良く大山東壁

から矢筈ヶ山，甲ヶ山，勝田ヶ山が遠望できる。 

 

 

 

 

鎖場とロープ 

雲居平 

頂上まで 1時間 40分の道標 
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（３）下蒜山から９合目分岐まで 

 下蒜山山頂を出発すると，両脇を木立に挟まれ，

クロボコ（クロボク）の下り道が続く。木立を抜

け，しばらくするとササ原の中を下る道となる。

段差の大きな木の階段が始まると，傾斜もさらに

急になってくる。その先は右手に木立，左手に切

り立った谷のある狭い登山道となるが，石や木の

根に足がひっかかりやすいうえ，ササが茂って道

幅がわかりにくいので，足を踏み外さないよう十

分気をつけたい。再び現れる木立を抜けると，尾

根のササ原の中を左右に伸びる山道とその背景に

広がる蒜山高原が目に飛び込んでくる。ササ原を

抜け，足下の悪い木立の中，フングリ乢と呼ばれ

る最低鞍部に到着する。 

その昔，蒜山上長田の大人ガ平というところに

住んでいた大男がこの乢を越えようとしたとき股

間（フングリ)をぶつけたと伝えられる。 

フングリ乢からは左右にヒノキ林を見て，ササ

原の道を登る。最後の登りを気力を振り絞って頑

張ろう。尾根道を進み，木立が消えてササ原に出

ると，昨日，上蒜山コースで通った９合目分岐の

道標が登場する。 

（４）９合目分岐から中蒜山登山口 

 ９合目分岐を左に取り，下山に移る。中蒜山登

山口までの下山コースは，２日目の登りコースを

逆向きに進むことになる。最終日で足にも疲れが

たまってきており，慎重な行動が望まれる。 

 下りの階段は段差が大きく，所々にある岩は表

面が滑りやすいので注意してほしい。八合目から

は木陰があるので過ごしやすい。七合目からは木

の根に引っかかりやすくなっている。三合目を過

ぎると岩場もあり，スリップに注意する。その先，

沢を渡り小さなアップダウンを繰り返すと一合目

である。 

分岐を右に取り快適な登山道を進む。木立の間

に塩釜冷泉の小池が見えたらゴールは近い。最後

の階段を下りたら中蒜山登山口に到着である。 

下蒜山山頂 

フングリ乢 

９合目分岐 

一合目の分岐 
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